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研究計画内容 ◇研究するに至った背景 

2020 年、オリンピックが東京で開催されることが決定した。これを契機に、

今後特に“観光業”が日本経済に大きく貢献するのではないかと私たちは考

える。観光白書によると、2011 年度の訪日外国人旅行者数は 622 万人。東

日本大震災の影響などで大きく減少し、過去最高だった 2010 年の 861 万人

を大きく下回った。また、外国人旅行者受け入れ数の世界ランキングで日本

は 30 位。アジアのなかでも 8 位と低い位置にいる。(2010 年度) オリンピッ

クでチャンスをものにすれば、観光業が栄え、日本の経済は上向くのではな

いだろうか。一体どうしたら「日本に行きたい！」、「また訪れたい！」と多

くの人に思ってもらえるのか。そこで、私たちは日本の観光業に何が必要な

のかを研究することにした。 

◇研究の内容 

“観光業”に焦点を当て、日本らしい“おもてなし”を提案する。日本らし

いおもてなしとは、デジタル王国と呼ばれてきた日本の強みを生かした①“デ

ジタル面からのおもてなし”と、人として尊重し合う②“アナログ面からの

おもてなし”の二点が主だと私たちは考えている。①では、7 年後に実現で

きそうな IT を使ったおもてなしの紹介を、②では、人間ならではのおもて

なしについて考察したことを紹介する。その際、外国人学生に日本の印象に

関するアンケートをとり、理解を深め対策等を考える。デジタルとアナログ

それぞれの理解を深めると共に、デジタルに重きを置きすぎても、アナログ

に重きを置きすぎても上手くはいかない；両輪をバランスよく走らせること

で、経済にも良い影響を与えられるということを、オリンピックにおける観

光業を通して考える。そして、身近なところでもデジタルとアナログの線引

きをしていく必要性があることに一人ひとりが気づくことが最大の目的であ

る。 


